
大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

学校番号 Ｔ０２０６ 

平成 31 年度 家庭科 

教科 家庭 科目 家庭総合 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新家庭総合 パートナーシップでつくる未来 （実教出版） 

副教材等  無し 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 国際化、情報化、科学技術の発展、環境問題、少子高齢社会の到来など、社会の状況が大きく変化する

中で、あなたはどのような人生観、生活観、価値観をもって生きていこうと考えていますか。 

 この科目では、生活に関する知識や技術を身につける一方で、それらのもつ意味や在り方を人の一生と

の関わりの中で考えていきます。また、生活者としての立場から実際の生活を見つめ、課題を発見し、改

善していけるような実践的な力を養うことを目的としています。知識や技術をしっかり身に着けるととも

に、自分の生活をより良いものにつくりかえていく楽しさを感じてください。そして、「自分らしいライフ

スタイル」を探求し、より主体的に人生を送っていけるよう、学習に取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

人の一生を生涯発達の視点で総合的にとらえ、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わりにつ

いて理解させ、生活課題を解決するために必要な知識と技術を習得し、家庭生活の充実向上をはかる

力と実践的な態度を育てる。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観点の 

趣旨 

人の一生、家族・家

庭、子どもや高齢者

の生活、それらと社

会とのかかわりにつ

いて関心をもち、そ

の充実・向上をめざ

して意欲的にとりく

むとともに、実践的

な態度を身に付けて

いる。 

人の一生と家族・家

庭及び福祉などにつ

いて生活の充実向上

を図るための課題を

見出し、その解決を

めざして思考を深

め、適切に判断し、

工夫し創造する能力

を身に付けている。 

人の一生と家族・家

庭及び福祉、消費生

活などに関する基礎

的・基本的な技術を

身に付けている。 

人の一生と家族・家

庭及び福祉、消費生

活などに関する基礎

的・基本的な知識を

身に付ける。 

評価 

方法 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

実習作品 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

実習作品 

定期考査の結果 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

実習作品 

定期考査の結果 

相互評価・自己評価

等 

学習状況の観察 

ワークプリントの記述 

定期考査の結果 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

内
容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 

期 

自
分
ら
し
い
生
き
方
と
家
族 

○家庭科

の学び方 

 

○自分を

見つめる 

○自立し

た生き方 

○共に生

きる家族 

○家族に

関する法

律 

○私たち

の生活を

支える労

働と生活

時間 

○ホーム

プロジェ

クト 

・学習の意義

や内容、学

習、評価方法 

・自己を知る 

・生涯発達の

視点 

・青年期をど

う生きるか 

・家族法の理

念と背景 

・多様化する

就業形態 

・将来の生活

を展望する 

・ホームプロ

ジェクトと

学校家庭ク

ラブ活動に

ついて説明 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

a:現在の自分のこと、将来の生活

設計を考えることについて、

意欲を持ってとりくもうとし

ている。 

b: 自分の近い将来についてのキ

ャリアや生活についての設計

を考え、ワークなどを用いて

それらを具体的に描いていく

ことができる。 

c: 自分自身について考えるワー

クシートや将来についてのレ

ポートなどを通して、自分や、

人の一生についての考えをま

とめることができる。 

d: 青年期の課題である自立や男

女の平等と相互の協力などに

ついて理解できる。 

 ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動について理解で

きる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・定期考査 
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子
ど
も
と
か
か
わ
る 

○子ども

を知る 

○発達の

すばらし

さ 

○子ども

の生活 

○親にな

ることを

考えよう 

○ホーム

プロジェ

クト 

・すこやかな

育ちのため

に 

・人の発達と

保育 

・子どもの成

長と生活 

・子どもを生

み育てると

いうこと 

・ホームプロ

ジェクト学

習を計画し、

夏季休業中

に実践する。 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:子どもの発達と保育について

興味・関心を持ち、実践的・

体験的な活動を通して意欲的

に学習に取り組もうとしてい

る。 

 ホームプロジェクトに興味・

関心を持ち、実践的・体験的

な活動を通して意欲的に計画

を立てている。 

b: 抱っこ人形を使った体験学習

などから、目的の設定、学習

中の判断や学習後の考察など

をまとめることができ、また、

体験学習の成果や反省などに

ついて、レポートを通して表

現することができる。 

c:子どもと適切に関わることが

できたり子どもの健やかな発

達を支える技術を身に付けて

いる。 

d: 生命の尊さ、子育ての意義に

ついて理解し、子どもの心身

の発達や子どもの生活につい

ての知識を身につけている。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 
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後 

期 

子
ど
も
と
か
か
わ
る 

○すこや

かに育つ

環境 

○ホーム

プロジェ

クトの提

出 

・子どもの権

利と福祉 

 

・ホームプロ

ジェクトの

提出内容を

もとに発表

の準備 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 子どもをとりまく状況につい

て、現状を知り、その課題を見

つけ、解決に向けて考えようと

している。 

b: 子どもの心身の発達、現在の

子どもを取り巻く状況や子育

ての環境について、課題を見つ

け、解決への考えをまとめるこ

とができる。 

 ホームプロジェクトの内容が

問題解決学習となっている。 

c: 子どもの生活やとりまく環

境、また、現在の子育ての環境

や地域社会や国の支援策や課

題などについて、情報を収集

し、まとめることができる。 

d: 子どもの発達段階において、

子どもをとりまく人とのかか

わり、地域環境・社会環境の重

要性、子どもの福祉について理

解できる。 

・受講状況 

・学習意欲 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 
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高
齢
者
と
か
か
わ
る 

○高齢社

会に生き

る私たち

の暮らし 

○高齢者

を知る 

○高齢者

の自立の

ために私

たちがで

きること 

○ホーム

プロジェ

クトの発

表 

・高齢社会の

状況 

・高齢者の心

身の変化 

・高齢者の課

題 

・介護の心と

介護技術 

・高齢者の生

活を支える

介護 

・ホームプロ

ジェクトの

発表・相互評

価 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:高齢社会の現状、高齢者の心身

の特徴や生活について積極的

に知り、高齢者とかかわろうと

している。 

b: 高齢社会の現状や高齢者の生

活を知ることにより、高齢者の

自立した生活とは何か、自分の

考えをまとめることができる。 

 自分の生活を見直し、自分自

身の生活能力を高めることに

つながるよう実践したホーム

プロジェクトの発表内容にな

っている。 

c: 日常生活の基本的な介助の方

法や高齢者に対する接し方等

を、インスタントシニア体験実

習を通して身につけることが

できる。 

d: 高齢社会の現状や高齢者の心

身の特徴について理解してい

る。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取組 

・プリント 

・レポート 

・定期考査 

消
費
者
と
し
て
自
立
す
る 

○消費行

動と意思

決定 

○社会の

変化と消

費生活 

○ライフ

ステージ

と経済計

画 

・適切な選択

をするため

に 

・適切な契約 

 

 

・人生設計と

経済計画 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:自分が一消費者であることを

自覚し、物・サービスの購入の

あり方や、消費行動、消費と環

境とのかかわりについて積極的

に理解しようとする。 

b: 消費行動における意思決定の

過程について、具体的な事例を

通して主体的に考え、判断する

ことができる。 

c: さまざまな情報を収集しなが

ら、自分の消費行動について検

証することができる。 

d: 消費行動における意思決定の

過程とその重要性について理解

でき、また契約についての知識

を身につけている。 

・受講状況 

・学習意欲 

・プリント 

・定期考査 

※表中の観点について a：関心・意欲・態度      b：思考・判断・表現 

           c：技能            d：知識・理解 

※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において重点的に評価を行

う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、優先度の高いものから、◎、○、空欄として示している。 


